
市議会１２月会議 

一般質問 質問事項 発言順位 ７ 質問議員 吉 本 史 宏 

質 問 要 旨（概要） 

 

１ 白山市に対する外部評価と今後の施策について 

 

⑴ 住みよさランキングの順位の変動を市長はどのように分析し、今後の市政運営に

どう生かすか。 

 

⑵ 都市部での人口増加が続く中、保育・教育施設の質的充実や保育士の確保の今後

の具体的な拡充策について問う。 

 

⑶ 地域間のバランスをどう取り、中心市街地の活性化や白山ろくの持続可能な振興

をどのように進めるのか。 

 

⑷ 持続可能な公共交通の維持・拡充をどのように考えているのか。 

 

⑸ 環境保全と防災力強化を両立させるため、どのような施策を展開されるのか。 

 

 

２ 子供たちに大きな影響を与える教師のあるべき姿に向けた指導、指針について 

 

⑴ 教師の不祥事に対する教育委員会の認識と再発防止に向けた具体的な取組は。 

 

⑵ 子供たちの模範となるべき教師像を確立するため、教師の倫理観・使命感を育む

倫理教育や人権教育を含めた研修をどのように体系化しているのか。 

 

⑶ 校長や教頭による日常的な指導・監督の在り方をどう見直し、学校現場での指導・

監督体制の強化と組織的に不祥事を未然に防ぐ仕組みはあるのか。 

 

⑷ 教師の不祥事が発生した際、子供たちの心に与える不安や混乱を軽減するため、

教育委員会としてどのような支援体制を整えているのか。 

 

⑸ 教師が子供たちの夢を支える存在であるために、教育委員会として「教師のある

べき姿」を明文化した指針や行動規範を策定しているのか。 
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質問議員 吉 本 史 宏 

質 問 要 旨（概要） 

 

３ 松任グリーンパークへのドッグラン整備について 

 

⑴ ペットを飼っている世帯の増加や既存のドッグラン利用状況を踏まえ、市として

市民の交流促進、にぎわい創出と地域活性化に大きな意味があるドッグランの需要

をどのように考えているか。 

 

⑵ 道の駅「めぐみ白山」のドッグランは小型犬専用で中型犬・大型犬の利用ができ

ない。中型犬・大型犬用のドッグランの整備を求める市民の声があるがどのように

考えているのか。 

 

⑶ 松任グリーンパークでのドッグランを整備する意義をどのように考えているの

か。 

 

 

４ 市内の無縁墓対策について 

 

⑴ 市営墓地で調査を開始しているとのことだが、その結果と対応は。また共同墓地

について今後の支援に生かすためアンケート調査をすべきでは。 

 

⑵ 無縁墓の整理実績を踏まえ、再貸与による区画活用の効果をどう評価しているの

か。今後も同様の整理・再貸与を積極的に進める考えは。 

 

⑶ 墓じまいの相談件数の増加や内容の複雑化、無縁墓の発生を防ぐためにも専門的

な相談窓口や無縁墓の縁故者公用調査等の支援制度を設ける予定は。 

 

⑷ 市として、墓地政策全体の長期的なビジョンをどのように描き、地域や寺院等と

連携して持続可能な管理体制の構築をしていくのか。 
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質問議員 吉 本 史 宏 

質 問 要 旨（概要） 

 

５ 白山市における特殊詐欺とネットトラブル対策について 
 
⑴ 特殊詐欺やネットトラブルに関する相談は、白山市消費生活センター等にどのよ

うな内容が寄せられているのか。件数や傾向、高齢者や若者世代の特徴的な相談事

例はどのようなものなのか。 
 
⑵ 白山警察署や石川県警と連携した寸劇、ポスター、動画等の啓発活動が行われて

いますが、市として独自に展開している啓発施策にはどのようなものがあるのか。

今後、地域や学校、企業と連携した新たな啓発手法を導入する考えは。 
 
⑶ 国際電話の着信ブロック、防犯アプリ、生体認証など技術的な対策が次々と紹介

されています。市民が安心して利用できるよう、市として推奨するＩＣＴ防犯対策

の取組は。 
 
⑷ ＳＮＳや出会い系、ゲーム依存など若者特有のネット被害が増加しています。学

校教育や家庭への啓発を含め、市としてどのような予防教育や相談体制を整備して

いるのか。 
 
⑸ 特殊詐欺とネットトラブルは複合的に市民生活をおびやかしている。市として、

警察・教育機関・地域団体と連携した「市民安全ネットワーク」を構築できないか。

また、相談から支援まで一貫した対応体制の整備についてどのように考えている

か。 
 
 
６ 白山市ＤＸ推進計画の進捗状況について 
 
⑴ これまでの取組の具体的な成果や改善は。 
 
⑵ 現状の紙書類使用量や削減目標はどの程度達成されているのか。 
 
⑶ 「ＦＡＸやめます」宣言のように、市民に分かりやすく示せる象徴的な課題を白

山市でも掲げる考えは。 
 
⑷ ＤＸ推進による職員の業務負担軽減や残業削減の具体的な施策は。 
 
⑸ 市民が直接恩恵を感じられる分野での改善はどの程度進んでいるのか。 
 
⑹ 計画の中で未達成の課題や新たに浮上した課題と、今後のロードマップは。 
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